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            子会社の解散および清算に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 22 年７月５日開催の取締役会において、下記のとおり、当社の子会社である阿童木 

（廊坊）塗料有限公司の解散および清算を決議しましたのでお知らせいたします。 

 

 

     

                          記 
 

 

１．解散及び清算に至った経緯 

    阿童木(廊坊)塗料有限公司は、道路用塗料とその施工機械を製造し、中国国内の市場に向けて販 

売してまいりましたが、現地ローカル企業との価格競争により適正利益が確保できず、業績不振が

続いてまいりました。原材料や販売方法の見直しなど、当該子会社および当社で各種改善に取り組

んでまいりましたが、今後も石油系原材料や人件費の高騰が続く経営環境に鑑み、事業継続が困難

と判断し、当該子会社を解散し清算することといたしました。 

 

 

２．解散する子会社の概要 

（１）商       号 阿童木（廊坊）塗料有限公司 

（２）本  店  所  在  地 中華人民共和国 河北省 廊坊経済技術開発区 花園道２８号 

（３）代表者の役職・氏名 董事長 小林和幸（当社代表取締役社長） 

（４）事   業   内   容 道路用塗料とその施工機械の製造販売 

（５）資  本  金  の  額 2,350 千米ドル 

（６）設  立  年  月  日 2001 年１月２日 

（７）大株主及び持株比率 アトミクス株式会社    100％ 

資本関係 100％出資子会社 

 

人的関係 

 

董事長を含む董事５名と監事１名の６名全員が 

当社出向社員または当社取締役の兼任です。 
 

取引関係 
 

原材料の売買、資金の貸付 

 

 

（８）上場会社と当該会社 

と  の  関  係  等 

 

関連当事者へ

の該当状況 

 

当社の連結子会社に該当しています。 

 

 

 



（９） 当該会社の 近３年間の経営成績及び財政状態     （単位：百万円） 

 平成 19 年 12 月期  平成 20 年 12 月期 平成 21 年 12 月期 

純    資    産     307     241    217 

総    資    産        468        383    331 

１株当たり純資産（円）         －         －     － 

売        上        高        343        349       259 

営 業 利 益（△同損失）         2      △24      △26 

経 常 利 益（△同損失）          5       △22      △27 

当 期 純 利 益（△同純損失）          2       △23      △27 

１株当たり当期純利益（円）        －        －       － 

１株当たり配 当 金 （円）        －        －       － 

  注 1.当該会社の決算期は毎年 12 月 31 日です。 

    2.純資産、総資産については期末日において三菱東京ＵＦＪ銀行が公表する円／米ドルレー

トと中国銀行が公表する人民元／米ドルレートを用いて、また、売上高、営業利益（△

同損失）、経常利益（△同損失）、当期純利益（△同純損失）は三菱東京ＵＦＪ銀行が毎

営業日に公表する円／人民元レート（外国為替参考値）の平均値を用いて、日本円に換

算しています。 

 

３．日程 

取締役会決議 平成２２年 ７月 ５日 

解散承認株主総会 平成２２年 ７月 ５日 

解散期日 平成２２年 ７月 ５日 

 

 

４．今後の見通し 

   平成 22 年 5 月 18 日に発表いたしました平成 23 年３月期の連結・個別の業績予想には当該子会 

社の通年の業績（平成 22 年 1 月 1日～同年 12 月 31 日まで）をおり込み済みのため、解散によ 

る収益面への影響は軽微であると考えていますが、今後、清算を進めるなかで整理に係る損失引 

当金の額やその他詳細が判明し、業績予想の修正が必要となる場合には、改めて公表いたします。 

 

                                              

以上 


